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　当社は 1919（大正 8）年の創業以来、さまざまな困難を乗り越えて 100年の歴史を築いてきました。2019年に創業 100周年を迎え「100年の感謝を胸に未来
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中山製鋼所グループのバリューチェーン
　当社グループでは、国内に蓄積されてきた鉄スクラップを活用し、CO2 排出量の少ない電気炉鋼材の製造、販売、物流を一貫して行っています。
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「中山製鋼所グループ2030長期ビジョン」実現に向けて

中山製鋼所グループのマテリアリティ







中期経営計画（2022～ 2024年度）の概要と進捗状況

2022年度の業績および2023年度の業績見通しについて
　中期経営計画の初年度である 2022年度の連結業績は、売上高が 1,885 億円、経常利益が 134億円と増収
増益となりました。主要な需要分野である建築向け需要、特に中小物件の低迷により鋼材販売数量が減少し、
資源価格の高騰や円安の進行などによる原材料価格やエネルギーコストの上昇はありましたが、鋼材販売価格
の改善や中期経営計画の取り組みによる成果などにより中期経営計画 2024 年度目標の経常利益 100億円を
超過達成することができました。
　2023年度の業績見通しについては、新型コロナウイルス感染症による行動制限の緩和により経済・社会活
動が正常化に向かう一方、地政学リスクや金融引き締めなどによる世界経済の減速懸念など先行き不透明な状
況が続きますが、中期経営計画で掲げた重点方針に取り組み、2023年度も中期経営計画 2024年度目標の達
成を目指します。

定量目標

20242024







3　中部鋼鈑株式会社との業務提携の推進
●中部鋼鈑からのスラブ供給、中部鋼鈑への厚板生産委託
・�2021 年 4月に中部鋼鈑株式会社との包括的業務提携契約を締結。同社の新電気炉完成後に提携内容の拡
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財務戦略～財務状況や設備投資の進捗状況について
　中期経営計画における当社グループの財務戦略の基本的な考え方は、「中長期的な企業価値向上のための持
続的な成長投資に柔軟に対応できる安定的でかつ健全な財務基盤を確立すること」です。中期経営計画では、
2024年度目標をROE7%、ネットD/E レシオ 0.1 倍程度に設定するとともに、鉄鋼事業の競争力維持・強化
のため、生産設備の新陳代謝を促進するべく計画的な更新投資や合理化投資を目的に 3年間で 190億円の予
算を設定しました。
　当社グループの主な資金需要は、運転資金、生産設備の維持更新投資資金や合理化投資資金ですが、中期経
営計画では戦略的な事業投資資金としてM&A資金も取り入れました。鋼材生産～加工～販売～物流の一連の
機能を保有する当社グループの強みを活かすとともに、それぞれの機能強化を図りその相乗効果を見出すべく、
M&Aも視野に入れた業務連携も推進してまいります。
　2022年度は、ROE11.0%、ネットD/E レシオ▲ 0.06 倍と両指標とも目標をクリアしました。設備投資に
ついては、主に半導体不足等により部品の納入が遅れたことにより 40億円と進捗が遅れていますが、2023
年度では 2022 年度の未消化分も上乗せし取り組んでまいります。また、機動的な資金調達を可能とすべく、
金融機関とのコミットメントライン契約を2022年度末に 50億円増額して 100億円とし�







4．「気候変動関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）」提言に沿った取り組み
　当社は2022年 10月に TCFDの提言に賛同しました。
　TCFDの提言を踏まえた取組みは、カーボンニュートラ
ル実現に向けて有効であると共に、リスクと機会の発掘・
対応による収益への寄与、ステークホルダーへの情報開示
と対話の充実など、多岐に亘る効果が期待できる手法と確
信しており、全社挙げての展開を推進してまいります。

1．ガバナンス









④�平均気温の上昇や海面上昇に伴う事業環境の変化への対応　〈前ページ表（14）〉
　【財務影響】�4℃シナリオにおける本社・船町工場での浸水は50cm～







6．環境負荷物質の管理・低減





Social　社会への貢献





（1）安全への取り組み
　当社では安全衛生に係る事項の諮問・審議決定機関として次の機関を設けています。

（2）社内安全防災大会を開催









（3）子育てとの両立支援
　当社では出産や育児と両立しながら活躍できる職場環境を目指して、両立をサポートする制度の拡充と利用
促進に努めています。育児短時間勤務については法定を上回る基準で、小学校就学の始期に達するまで取得可
能としています。今後も制度を周知し理解と利用を促進することで、働きやすい環境づくりにつなげていきます。

（4）障がい者の雇用促進
　現状当社の障がい者雇用率は低いですが、今後、積極的に障がい者雇用に努めていきます。また、障がい者
を雇用する上で障害の程度にかかわらず、働きやすい職場づくりや障がい者の方が自身の能力を最大限に発揮
し、満足して働き続けられる環境を目指していきます。

（5）人事評価制度の導入
　当社では「人事面談シート」を用いて本人と面談を行い、個人業績評価を実施しています。本人との面談を
行うことによりコミュニケーションの活性化を図り、キャリアアップを目的としたジョブローテーションを行
いモチベーションの向上に努めています。
　2022年 4月の中山三星建材との合併を機に、人事評価制度の統合・見直しを行い 2024年度からの再構築
に向けて取り組んでおります。



（6）人材育成
　当社は「経営に貢献する人づくり」の観点から、各職場におけるOJT 教育を基本とし、職場全体で個人に寄
り添い教育する体制が企業風土を支えています。さらにOff−



　③研修受講実績

　④従業員の研修・教育費用実績

（7）自主管理活動「JK活動」の推進・実施について
  



5．地域との共生
　当社では「良き企業市民」としての責任を果たすために、地域住民との交流や地域社会への貢献、地域の自





6．お客様・お取引先様へ
　当社グループは“鉄のチカラで未来をつくる”を経営ビジョンに掲げており、お客様とともに価値を共創し、
持続可能な社会の実現を目指します。その為には、社会やマーケット環境の変化を見つめ、お客様の声を聞き、
お客様が納得・満足する製品・サービスを提供することが重要だと考えます。

（1）品質向上と品質保証体制強化
　お客様の要求する品質に応えるため、「品質方針」や「品質目標」を掲げ、製品品質の向上に努めています。

■品質方針
　持続可能な社会の実現に向けて中山らしい価値を創出する
■品質目標
①循環型社会の実現を意識して、お客様が満足する製品・サービスを提供する
　●�あらゆる企業に SDGs や ESGの取り組みが求められつつあり、それらを念頭に置いてすべての企業
活動を進める。　

②顧客ニーズや社会の変化を迅�



（2）顧客満足度の向上
■お客様との良好な信頼関係の構築





7．株主・投資家の皆様へ
　当社は企業価値向上へ向けて改善を進めるとともに、公正かつ適時適切な開示に努め、健全な経営基盤を維
持しています。

（1）株主・投資家との対話について
　当社は、持続的な成長と中長期的な企業価値向上のためには、常日頃から株主の皆様と積極的な対話を行い、



Governance　企業統治

1．コーポレート・ガバナンス

（1）基本的な考え方
　中山製鋼所グループ企業理念である「経営理念」「行動指針」および「グループビジョン」に基づき、経営の コ゚ ゆ拷↔ト゚迦督機能 強v 意 決定 迅速v 狙⌘ト゚Y べV³ 確 乩 ZY ポレーツコ゚ 上 国 課題 位舵ㇺ ㇰ ヸ ヷコ゚ 体制 強vコ゚ 組 器る講刑所よ終］企業彠 で ゴ 指硝寓唄晒頑≦ グループ湖講舷基本的な考え法に基づき~晒究コ／ポレーヒガバナンゴ・コー塔舷 に 終》コーポレート・ガバナンズで 的な に 拾 賞でモき晒頑∞硝晒観究ㇰ 査Z担 Z惹歾 Ź迦査貼輯挪である 26 ト゚惹歾 舏所おモ遇 ゴ 瓦速る構









（5）法令違反等の件数

（6）コンプライアンス教育



3．リスクマネジメント
　当社グループは損失の最小化と利益の最大化を図るため、リスクの適切な把握および管理を行っています。

（1）リスクマネジメント体制
　当社は「リスクマネジメント基本規程」に基づきリスクマネジメントに関する基本的事項を定め、当社グルー






